
アーキテクトの審美眼

萩原正義

マイクロソフト株式会社

1(C) 2009 Microsoft Corporation. All Rights Reserved.



タイトル
• クラウドになっても不変のアーキテクチャの原則

• 哲学と呼べる信念の確立
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アジェンダ

• アーキテクチャ先行定義の原則
‒ データ類型化とデータアーキテクチャ
‒ ドメインモデルとアプリケーションアーキテクチャ

• 抽象化
‒ マルチパラダイムの進化
‒ モデル要素の分割と複合化
‒ パラダイムの選択：設計モデル要素、チームモデル
、分析アプローチ、計算モデルなど

• 意思決定プロセス
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アーキテクチャ実現プロセス
Architecture-driven（解決駆動）

モデリング
（論理コンポーネント）

マッピング、設計

アーキテクチャ設計

実装

（物理コンポーネント）

•プラットフォーム
•フレームワーク
•データモデル
•トランザクションモデル
•セキュリティ
•スケーラビリティ
•可用性
•運用管理
•保守性
•再利用性
•...

•機能要件と非機能要件の分離、複
合化による検証
•Architectural patterns を使ったマッ
ピング
•設計時での tradeoff の解決

構造、振舞い (DOA, OOAD) 構造、振舞い (patterns, architecture)

配置
（物理 tier）
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マスターデータ

データ
ウェアハウス/データマート

トランザクション
データ

トランザクション
データ

ETL

ＡＰ１

ＡＰ２

ＡＰ３

ＡＰ４

トランザクションデータ集計
計画系、在庫、サマリー

参照のみ AP： rich client、Web page、
business logic、service
provider、Azure Web role など
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アーキテクチャの原則（１）

• Entity* Relationship

‒ データ項目を先行して発見し、業務の意味的グループ

から Entity の粒度と Relationship を同時に決定

• 意味的なグループは他との相対的関係からしか決まらない

• Relationship は関数従属性、ビジネスから決まる

‒ Entity はアプリケーションから独立して、先行して定義（

データアーキテクチャ）

‒ アプリケーションが Entity 間の関係を決める
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アーキテクチャの原則（２）

• ドメインモデル

‒ アプリケーションの設計モデルはデータモデルから

独立して定義

‒ ビジネスモデルをそのまま反映： ドメインモデル（

POJO/POCO、naked object、Qi4j、DCI

Architecture …）

‒ アプリケーションの設計モデルのコアはユースケ

ースに独立して、先行して定義
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縦と横の構造の原則
アーキテクチャ

• 縦の構造（資産）
‒ 安定した保守管理可能な構造： 非
冗長化、複雑さと変化のカプセル化

‒ OO パラダイム （継承と委譲による
複合化）

‒ “Why”に基づくアーキテクチャ
‒ 拡張点と拡張性（variability pointと
variant）

‒ 可変性には binding-time の仕様化

• 横の構造（要求）
‒ 横断的関心（ユースケース、SOA サ
ービス、非機能要求、特性）

‒ 可変性
‒ アスペクト指向パラダイム

レイヤ 1

レイヤ 2

レイヤ 3

レイヤ 4

縦の構造
A

縦の構造
D

縦の構造
C

縦の構造
B
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